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原 告 シャムスリ 外８３９６名

被 告 国 外 ３名

証 拠 説 明 書

平成１７年４月２８日

東京地方裁判所民事第４９部 御中

原告ら代理人 弁護士 浅 野 史 生

書証の標目 作成者 立証趣旨甲号証
ダム建設が、自然環境、現地住民に与える被害の実情と、そのＡ８２ 沈黙の川 パトリック・
ダム建設が建設会社や政治家等との私的利益と結びついて建設【写】 マッカー著
が進められている実態鷲見一夫訳
世界銀行と国際自然保護連合が１９９８年５月に設立した世界Ａ８３ 原著：Aviva世界ダム委

、 。員会市民ガ Imhof Susanne, ダム委員会が ２０００年１１月に発表した最終報告書の要約

同委員会は、政府機関、業界団体、コンサルタント、ダム運用イド【写】 Wong and Peter
者、企業、学者、 等の利害関係者を代表する者を委員とBosshard NGO
して構成され、大型ダム開発の有効性、水資源とエネルギー開監訳:片岡夏実
発の代替案調査、並びにダムの計画立案、設計、建設、運用、

モニタリング及びダム撤去等のために、国際的に受け入れ可能

な基準、ガイドラインの作成を検討した。

甲 「国際開発協力の仕組みと法」の改訂版（ 年 月Ａ８４ 国際開発協 櫻井雅夫著 A13 1994 4
第１刷発行）であり、開発借款の実施手続きを解説している。力法【写】
同書は、本体工事等に関する入札手続が終了し 「正式契約が、

notice to締結されると 海外経済協力基金は落札者に着工命令、 （

）を送付し、工事着工を命令する （ 頁）と解説proceeded 192」

しており、 は、円借款による工事について、間接的な関JBIC
与にとどまらず建設工事過程に直接関与している事実を明らか

にしている。


